第9章 新政権の対外関係 -- 近隣諸国と国土安全保障を重視 by 溜 和敏
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に 1998 年 5 月の実験より後には核実験を行っていない。核ドクトリンが目標
とする「信頼できる最小限抑止力」のために，核実験を解禁する必要性がしば












































































る。2013 年 3 月まで連邦政府のUPA政権に参加していたドラヴィダ進歩連盟
（DMK）は，スリランカとの関係における問題について批判を受ける立場にあ

























































































































　● 6 月 15～16 日：ブータン
　● 7 月 15～16 日：ブラジル（BRICS首脳会議）
　● 8 月 3～4 日：ネパール
　● 8 月 30 日～9月 3日：日本
［スワラージ外相による外国訪問］（注）
　● 6 月 25～27 日：バングラデシュ
　● 8 月 8～11 日：ミャンマー（アジア地域フォーラム，東アジア外相会議）
　● 8 月 15～17 日：シンガポール







パールであった。インドの首相によるネパール訪問は 1997 年以来 14 年ぶりの
出来事であった。スワラージ外相による訪問先は，これまでのところ，南アジ
アおよび東南アジアに限定されている。
























































































2011 年 11 月にはインドへの最恵国待遇を付与する方針を発表したが，国内で





年で 27 億米ドル規模の二国間貿易額が年間 100 億米ドル以上に拡大するとの
推計を明らかにして，期待を示していた（livemint.com,July28,2014）。











●2008 年 11 月：ムンバイ同時多発テロ事件
●2011 年 11 月：パキスタン，インドに対する最恵国待遇の付与の方針を発表
●2012 年 2 月：パキスタン，インドからの輸入にネガティヴリストを導入





●5 月 21 日：モディ政権がシャリーフ首相を就任宣誓式に招待，24 日受諾
●26 日：モディ首相の就任宣誓式にシャリーフ首相が出席
●27 日：首脳会談，外務次官レベルの協議継続に合意
●7 月 25 日：8月 25 日の外務次官協議の実施を発表
●8 月 12 日：ジャンムー・カシミール州を訪問したモディ首相，パキスタンがインドに
テロを通じた代理戦争を仕掛けていると発言
















人権問題をめぐる決議において，インド政府は 2009 年，2012 年，2013 年とス
リランカ政府を批判する決議に賛成していたが，2014 年 3 月は投票を棄権し
た（The Hindu,March30,2014）。第 5章でも検討されているように，タミル・






























































































●2005 年 4 月：戦略的・協力的パートナーシップ宣言，国境問題解決のための政治的指
導原則に関する協定
●2006 年 11 月：孫玉璽大使，アルナーチャル・プラデーシュ州は中国の領土と発言
●2009 年：在インド中国大使館がアルナーチャル・プラデーシュ州の住民に対して通常
とは異なる形式のヴィザの発給を始める
●2013 年 4 月：ラダックで中国軍が越境し，インド軍と対峙との報道。7月にも
●5 月：李克強首相がインドを訪問，シン首相らと会談
●10 月：シン首相が中国を訪問，国境防衛協力協定に調印
●2014 年 4 月：第 6回印中戦略対話；中国海軍主催の共同訓練にインド海軍が参加
【モディ政権発足後の動き】（いずれも 2014 年）
●5 月 26 日：モディ首相就任式に，チベット亡命政府のセンゲ首相出席
●5 月 29 日：モディ首相と李克強首相が電話会談
●6 月 8～9 日：王毅外交部長，訪印してモディ首相やスワラージ外相と会談
●6 月 26～30 日：アンサリ副大統領が訪中
●7 月 2～4 日：シン陸軍参謀長が訪中
●7 月 15 日：ブラジルでモディ首相と習近平国家主席が会談
●8 月 17 日：インド紙，ラダックで中国軍がインド側に侵入と報道
























ディ首相はグジャラート州首相であった当時，2007 年 4 月には東京商工会議
所の主催するグジャラート州投資誘致セミナーに出席するため，2012 年 7 月
は日本の外務省の招聘に応じて日本を訪れている。これら 2回の過去の訪日に
際してモディ首相は安倍首相と会談しており，個人的に相性のよい関係にある
と報じられている（『毎日新聞』2014 年 8 月 31 日）。
モディ政権が発足すると，日本政府はモディ首相による最初の外遊先を日本













行われた。8月 31 日から 9月 3日までの 4日間とされていたが，直前になっ





●2000 年 8 月：森首相訪印，「グローバル・パートナーシップ」構築に合意
●2005 年 4 月：「グローバル・パートナーシップ」に戦略的方向性を付与する合意
●2007 年 4 月：グジャラート州投資セミナー出席のため，モディ州首相訪日
●2010 年 6 月：第 1回原子力協定締結交渉
●2011 年 8 月：包括的経済協力協定（CEPA）発効
●2012 年 7 月：グジャラート州のモディ州首相，外務省の招聘で訪日
●2013 年 11 月～12 月：天皇皇后両陛下訪印
【モディ政権発足前後の動き】（いずれも 2014 年）
●5 月 19 日：BJP勝利受けて，安倍首相とモディ首相候補が電話会談
●6 月 6 日：印外務省報道官，モディ首相が 7月に訪日予定と発言
●6 月 19 日：印外務省報道官，モディ首相訪日日程の再調整を示唆
●6 月 27 日：モディ首相，日本の国会議員団と会談
●7 月 24～30 日：日印米共同海上訓練マラバール 14 実施
●8 月 10 日：ミャンマーで岸田外相とスワラージ外相が会談
●8 月 15 日：日外務省，モディ首相が 8月 31 日から 9月 3日まで訪日と発表
●8 月 27 日：日外務省，モディ首相訪日日程を 8月 30 日からに変更

















要求したが，インド側はアメリカとの協定（2008 年 11 月締結）と同様の内容
とすることを求め，隔たりを埋められなかった（NDTV.com,September1,2014）。





























り返した 1990 年代を経て，2000 年ごろから政治的な関係を強化している。と
くに 2001 年から 2009 年までのジョージ・W・ブッシュJr.政権の時代に進展
が目覚ましく，2004 年に戦略的パートナーシップの構築に合意し，2005 年か

















































題は，2015 年 1 月のオバマ大統領訪印時に合意に達した）。
おわりにかえて









●2000 年 3 月：クリントン大統領訪印，米大統領として 22 年ぶり
●2004 年 1 月：「戦略的パートナーシップのための次のステップ」宣言
●2005 年 3 月：モディ州首相への外交ヴィザの発給を拒否，発給済み観光ヴィザも取り
消し
●2008 年 11 月：印米原子力協力協定締結
●2013 年 12 月：インドの在ニューヨーク副総領事が逮捕される問題
●2014 年 2 月：米パウエル大使，モディ州首相と会談
●3 月：米パウエル大使辞任
【モディ政権発足前後の動き】（いずれも 2014 年）
●5 月 16 日：BJPの勝利を受けて，オバマ大統領がモディ首相候補に電話し，祝意と招待
を伝える
●6 月 6 日：米スティーヴンス代理大使着任（大使館ウェブサイト発表日）
●7 月 24～30 日：日印米共同海上訓練マラバール 14 実施
●7 月 30 日～8月 1日：ケリー国務長官訪印，31 日に第 5回印米戦略対話実施
●8 月 7～9 日：ヘーゲル国防長官訪印，8日にジャイトリー国防相と会談，モディ首相を
表敬訪問



















































⑾　憲法第 370 条の問題については，第 1章および第 6章を参照されたい。
⑿　初代ブラジェーシュ・ミシュラ（1998 年 11 月～2004 年 5 月），2代目J.N.ディクシッ
ト（2004 年 5 月～2005 年 1 月），4代目シヴシャンカル・メノン（2010 年 1 月～2014
年 5 月）がインド外交職出身で，うちディクシットとメノンは外務次官経験者であっ
た。3代目のM.K.ナラヤナン（2005 年 1 月～2010 年 1 月）のみが，ドヴァルと同じく
インド警察職出身であった。
⒀　2014 年 6 月 28 日，イスラマバードの政策研究所において筆者が行ったインタビュー
による。
⒁　インド外務省のスジャータ・シン外務次官による 2014 年 5 月 27 日の記者会見による
（http://www.mea.gov.in/media-briefings.htm?dtl/23372/Transcript+of+Briefing+by+
Foreign+SecretaryMay+27+2014　2014 年 8 月 10 日アクセス）。
⒂　この問題の詳細は，近藤（2014）を参照されたい。
⒃　インド外務省のスジャータ・シン外務次官による 2014 年 5 月 27 日の記者会見。
⒄　同上。
⒅　インド外務省ウェブサイト（http://www.mea.gov.in/outoging-visit-detail.htm?23462/




















　2013 年 3 月 4 日に行われた出版記念行事における演説。オブザーバー・リーサーチ・
ファウンデーションのウェブサイトによる（http://www.orfonline.org/cms/export/









務省ウェブサイト，2014 年 9 月 1 日（http://www.mofa.go.jp/mofaj/files/000050478.
pdf 　2014 年 9 月 4 日アクセス）。
　外務省報道発表（http://www.mofa.go.jp/mofaj/press/release/press4_001161.html 　
2014 年 9 月 4 日アクセス）。




htm 　2014 年 8 月 2 日アクセス）。
イギリスは 2012 年 10 月にモディ州首相への接触禁止方針を解除し，大使が面会に訪
れて関与方針へと転換していた（Economic Times,October23,2012）。他のEU諸国も
2013 年 1 月にモディ首相との面会を行っていた（Economic Times,February9,2013）。
　在ニューデリーアメリカ大使館ウェブサイト，2014 年 6 月 6 日付けプレスリリース
（http://newdelhi.usembassy.gov/pr060614.html 　2014 年 9 月 1 日アクセス）。
 イ ン ド 外 務 省 ウ ェ ブ サ イ ト（http://www.mea.gov.in/bilateral-documents.
htm?dtl/23975/MOUsAgreements+signed+during+the+visit+of+Prime+Minister+of+
198
Australia+to+India+45+September+2014　2014 年 9 月 6 日アクセス）。オーストラリ
アがインドに対するウランの輸出を解禁することが主たる内容である。
　会場における主催者側の発表。参加者は抽選で選ばれ，実際の聴衆は約 2000 人であっ
















research_pj/h25rpj05/131129_ito_report.pdf 　2014 年 8 月 31 日アクセス）.
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